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第1章 はじめに 

 現在、日本国内の日本語教育を支えているのは、地域の日本語教室であり、そこに参加するボラ

ンティアである。様々な人がボランティアとして参加している中で、多くの大学生、大学院生が参

加している。本研究では、その学生ボランティアの中でも日本語教育を志向しない学生に焦点をあ

て、彼らの経験の理解を通して、よりよい日本語教室や支援活動を作っていく一助とすることを目

的とする。 

第2章 先行研究 

第3章 調査概要 

 本研究では、質的研究法のひとつであるケース・スタディをアプローチとして採用する。研究対

象は、別々の教室、活動に参加する院生K(以下K)、学生M(以下M)、学生H(以下H)の3名である。

また、得られたインタビュー文字化資料は、佐藤(2008)の質的データ分析法を参考に行った。 

第4章 各活動場所の概要 

 Kの参加するA教室は、ミャンマー人を主な対象とした教室で、年少者支援、成人学習者支援の 2

つを行っている。Mの参加するB教室は、地域の高校とNPO、大学が恊働して運営され、海外につな

がる生徒を対象にしている。Hの参加するクラスゲストは、0大学で行われている留学生の学習支援

を行う制度である。 

第5章〜第7章 分析結果：院生K、学生M、学生H 

 3名の研究協力者のインタビュー結果から得られた語りを分類し、記述を行った。 

第8章 考察  

 第5章から第7章で記述した中で、3つの共通・類似点と相違点について考察を行った。 

まず、「日本語を教える責任」に関して、KとMは言及をしなかったことに対して、Hは責任がある

と主張する相違点があった。これは、学生たち自身が、ボランティアの役割を学習者の「学習のサ

ポーター」と捉えるか「日本語を教える人間」と捉えるかで得られる違いであり、「日本語を教え

る人間」と捉えていたHは、学習者に「正しい日本語を教えなければならない」と考えていた。次

に、「活動を運営している組織へ関わり方」では、組織に深く関わるかどうかで、活動に関する興

味関心や問題意識に大きな違いが現れていた。深く関わって活動していたKのインタビューからは、

多岐にわたる項目において言及がなされた。3つ目の「活動を負担に感じた経験の有無」では、「感

じたことがある」と話した学生は、共通して、活動参加当初に自分自身に有能感を持っていたと考

えられる。 

第9章 まとめと今後の課題 

 本研究では、学生ボランティアが活動を運営する組織とどのように関わっているかで、彼らが活

動の何に興味関心や問題意識を持つか異なることがわかった。しかし、地域日本語教育に関して行

われた研究や報告の成果は反映されておらず、今後、各教室や活動を運営する人間が学生たちを含

めたボランティアたちを啓発していく必要がある。さらに、他の参加者の視点を加えて、より広い

枠組みで学生ボランティアを見ていくことが今後の課題である。
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